
 

（第２号様式）   
令和７年 ３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立城郷高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（3月 10日実施） 
総合評価（３月 27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①インクルーシ
ブ教育実践推進
校としての取組
を軸として、授
業のユニバーサ
ルデザイン化を
推進する。 
 
 
②組織的な授業
改善を重ねるこ
とで、生徒の学
習意欲を喚起
し、基礎学力の
定着を図るとと
もに、「自ら学
び続ける生徒」
を育てる。 

①すべての生徒
を対象としたユ
ニバーサルデザ
インの視点での
授業実践を組織
的に推進し、そ
の効果を研究す
る。 
 
②一人一台端末
の活用方法につ
いて、教員間で
の情報共有を行
い、生徒が主体
的に学習に取り
組めるよう手助
けする。 

① 教科や学年で 
教材の共有化を
推進しながら、
生徒全員が理解
を深めることが
できるようユニ
バーサルデザイ
ンを意識した授
業を実践する。 
②一人一台端末
の有効活用を研
究し、生徒の意
欲を喚起し、主
体的に学習に取
り組む態度を育
成する。 

① 年 間 を 通 し
て、ユニバーサ
ルデザインの視
点で授業及び使
用教材を組織的
に見直し、改善
することができ
たか。 
 
②端末の活用状
況を含め、授業
見学を教科横断
的に行い、授業
研究会を通して
授業の最適化を
図ることができ
たか。 

①定期試験の弱視
対応など、ユニバ
ーサルデザインの
視点で組織的に見
直し、改善するこ
とができた。 
特募生対象の社

会生活の授業にお
いて生徒を様々な
視点でアセスメン
トする授業案や教
具を整え、その他
の授業にも展開す
ることができた。 
②端末の活用状況
の充実に加え、英
語、公共で授業見
学を教科横断的に
行い、授業研究会
を通して運用の最
適化を図った。 

①引き続き多様な
ニーズの把握に努
め、ユニバーサル
デザインの視点で
組織的に改善でき
る体制をつくる。 
社会生活の授業

での生徒の困り感
や手立てを個別教
育計画や定期的な
インクル研修を通
じて、学校全体で
情報を共有する。 
②端末の活用状況
の充実に加え、新
たに導入される採
点システムの効率
的で効果的な運用
を模索し、生徒の
学習に取り組む態
度を醸成する。 

① 情報機器の進歩で情 
報があふれる現代で、生
徒が物事に主体的に取組
むことが難しくなってき
ている。様々な仕掛けを
工夫し生徒に働きかけを
して生徒の学習環境を整
えていることは評価でき
る。 
② 上級学校や義務教育 
でも ICT 機器の普及が進
んでいるが、AI 等から安
易に答えを見つけるだけ
では本当の知識として身
につかない。自ら考え、
解決する力を身につけさ
せてほしい。 
  

① 授業のユニバーサルデザイ 
ンの視点を充実することや合理
的配慮のあるテストを実施する
ことで、生徒にとってより良い
学習環境を構築することができ
た。一方で過剰な支援になって
いないのか常に振り返り、他の
ユニバーサルデザインの視点は
ないのかなど継続的に追究して
いく必要がある。 
②授業中に行う発表や、課題研
究を行う際の情報ツールとして
一人一台端末の利用は着実に増
加しているが、使い慣れた情報
ツールとしてのスマートフォン
を手放せない生徒が想定以上に
存在する。 

① これまでの校内体制づくり 
における蓄積から明らかになっ
たことや理論的裏付けのある知
見を根拠に引き続き校内体制の
メンテナンス・アップデートを
行う。特に授業のユニバーサル
デザイン化におけるキーワード
として「視覚化」「焦点化」
「共有化」、時空間における
「構造化」に着目していく。 
②新たに導入される採点システ
ムによるテスト返却を含め、一
人一台端末を使用することを前
提とした学習内容の構築を目的
とした情報交換を行う。  

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①「生徒支援」
の観点から、安
全・安心な学校
生活を保障す
る。また、教育
相談体制を充実
させ、生徒のサ
ポートを徹底す
る。 
②自己表現・自
己実現ができる
豊かな人間性を
育むため、学校
生活の中で生徒
が活躍し、成功
体験を積む機会
を設定する。 

①すべての生徒
に対し、指導と
支援を切り離す
ことなく、一人
ひとりの生徒に
対して、組織的
に向き合ってい
く。 
 
②学校行事や部
活動等に主体的
に参加する生徒
を増やし、生徒
自ら実践・振り
返りを通して達
成感を体感させ
る。 

①かながわ子ど
もサポートドッ
クや定期的な個
別 面 談 を 活 用
し、学校生活に
困り感のある生
徒の早期発見・
解決につなげて
いく。 
②新入生部活動
加入率 65％以
上、全体加入率
55％以上を目指
す。行事におけ
る自身の役割を
自覚させ、生徒
自ら考え、実践
する力を養う。 

①かながわ子ど
もサポートドッ
ク等の教育相談
を充実させ、積
極的かつ迅速な
支援につなげる
こ と が で き た
か。 
 
②部活動加入率
で目標が達成で
きたか。各種行
事において、意
識の変容や達成
感を数値により
評価が向上した
か。 

① かながわ子ど 
もサポートドック
の活用を進め、生
徒との面談機会を
増やした。生徒の
困り感の早期把握
につながり、教育
相談体制の充実を
図った。 
② 新入生部活動 
加入率は 68％を達
成できた。全体加
入率は 54％だっ
た。文化祭事前の
「やる気あり」は
69％だったが、事
後は 75％が「充
実・満足」と意識
向上が見られた。 

① SC、SSW との 
連携がスムーズに
行えているが、教
員側も含め、担当
者が変わった場合
の引継ぎや対応で
の更なる均質化が
必要である。 
 
②次年度以降の部
活動加入率アップ
に向け、今年度か
ら準備していく。 
各種行事の事後ア
ンケート結果を精
査し、次年度への
改善に反映させて
いく。 

① 生徒の支援に様々な 
アプローチを行っている
ことが伺えた。生徒が抱
える問題は、家庭の問題
が多く占めると思われ
る。学校でできる支援を
伝えながら取組んでほし
い。 
 
② 価値観の多様化や教 
員の働き方改革等の背景
から、部活動の参加率を
上げていくことが難しい
と感じる。一方で、何か
に所属し、そこで学ぶ責
任感や人間関係など大き
な意義がある。そのまま
推進してほしい。 

① かながわ子どもサポートド 
ックの運用が生徒、教員ともに
定着し始め、教育相談の充実に
つなげることができた。多様な
生徒支援への方策を構築できて
いるが、どの方策でも困り感を
伝えられない生徒が一定数存在
している。 
② 主体的に部活動に加入し、 
様々な体験を積みながら実績を
残す生徒が増えてきた。また体
育祭や文化祭でも主体性や達成
感、先輩後輩など、クラスを越
えたつながりや社会性を身につ
ける機会にもなっていると感じ
る。近年の物価高により、費用
面で行事や部活の支援が厳しく
なってきている。 

① 担任、学年教員、養護教 
諭、SC や SSW との連携を強化
し、さらに合理的で効果的なも
のとなるよう検証や実践事例の
共有など校内で組織的に進めて
いく必要がある。また、確実な
引継ぎや他校での取組を参考に
することにより改善していきた
い。 
② 委員会の活動を、部活動未 
加入生徒や学校行事に消極的な
生徒の主体性や成功体験を積む
場としていく。 
生徒会費の使途について精査

し、無駄を省き、本当に必要な
所に予算を充てていく。また、
長い間据え置かれていた生徒会
費の値上げについても検討して
いく。 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひと
りが自己理解を
深め、職業観や
勤労観を養うこ
とで、主体的に
自らの将来を考
える姿勢を育て
る。 
 
 

①多くの進路行
事を通じて、生
徒に職業観・勤
労観を身に付け
させ、将来像を
考えさせる。 
 
 
 
 

①「総合的な探
究の時間」を活
用するなど、生
徒のキャリア発
達に資する支援
をおこなう。 
 
 
 
 

①様々な特性の
ある生徒の実情
を踏まえ、生徒
一人ひとりに寄
り添ったキャリ
アプログラムを
計画し、生徒に
達成感を与える
こ と が で き た
か。 

① ３年生に向け 
てアンケートを実
施し、その結果、
生徒の進路決定に
「探究の時間」が
「影響した」と答
えた割合が５割を
超えることができ
た。 
 

① １、２年生に 
も同様のアンケー
トを実施し、今後
の計画の参考にし
ていく。また、実
践的かつ体験的な
内容を生徒が求め
ていることが分か
り、今後の課題と
していきたい。 

① 「分かる授業」も大 
切だが、「分からない」
ままでも、探究活動から
その解決に向かう姿勢を
身につけることが、将来
の自分の未来を切り開く
力に結び付くだろう。 
 
 
 

①３年生での進路決定の際に
「探究の時間」で実施していた
内容が良い影響を与えたことが
分かった。今後「探究」のプロ
グラムを考えていくうえで、参
考にしていきたい。また、課題
としては、「探究」の内容をよ
り実践的かつ体験的な内容に改
善をしていくことが課題として
挙げられた。 

① 改善策としては、「探究の 
時間」のプログラムを提携して
いる学校等を活用し、生徒が主
体的に参加し、より実践的でか
つ体験的な内容にしていく。中
長期的にみて、生徒自身が課題
を発見し、探究していく内容を
考えていきたい。 
 
 



 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
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（3月 10日実施） 
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②キャリア教育
の柱として、高
校卒業後の将来
設計を考えさせ
る探究活動を重
視する。 
 

② 外部教育機
関との連携及び
様々なコンテン
ツを活用し、生
徒のキャリアデ
ザインを構築す
る支援を行う。 

② キャリアガイ
ダンス、「総合
的 な 探 究 の 時
間」の有効的な
活用方法を考察
し、生徒に還元
できるコンテン
ツを考える。 

② 様々な特性を
持つ生徒に有効
なキャリアガイ
ダンス、進路行
事等を年２回以
上実施すること
ができたか。ま
た、生徒の満足
度が８割を超え
ることができた
か。 

②進路行事は年３
回実施することが
できた。形式を変
化させることで、
生徒たちが主体的
に受けることがで
きていた。また、
それぞれの行事で
の生徒の満足度も
高かった。 

②回数は、年間予
定を考えた時に３
回から４回が適し
ていると思われ
る。また、内容を
より精選して、生
徒がより主体的に
参加できる内容に
更新していきた
い。 

② 良い取組を行ってい 
る。生徒の視野を広げる
取組を推進してほしい。 
進路行事を年間で 3･ 

4 回実施するのは、大変
だと思うが、貴重な機会
となるので、ぜひ続けて
ほしい。 
 

③ 年３回実施しているガイダ 
ンスについては、学年に合わせ
た内容を実施することができ
た。これからも継続して実施し
ていく。課題としては、生徒が
より参加できる内容を考えてい
きたい。 

②回数に関しては、３回から４
回が本校の年間スケジュールを
考えると妥当といえる。改善方
法としては、それぞれのガイダ
ンスの内容を事前に把握し、生
徒が参加できるポイントを探し
て、参加できる機会を設けるよ
うにしていく。また、回数につ
いては、スケジュールに空きが
あれば１回加えて、４回実施で
きるとよいと思われる。 

４ 地域等との協働 

① 学校運営協
議会（コミュニ
ティ・スクー
ル）を中心に、
協働的・双方向
的な学校づくり
を推進する。 
 
 
 
 
 
② 地域への貢
献と、地域資源
の活用を両立さ
せ、「地域社会
とともに育ち・
伸びる学校」を
めざす。 

①持続可能な学
校づくりをめざ
し、教育活動の
情報を発信し、
本校の魅力や課
題を共有する。
また、本校の活
動にプラスとな
る資源について
情報を収集し、
改善につなげ
る。 
②「地域の中の
学校」として、
地域貢献活動を
充実させるとと
もに、教育連携
を締結している
上級学校を活用
し、生徒の資質
向上を図る。 

①教育活動の成
果を発信すると
ともに、外部か
らの意見を聴取
し、本校の取組
をさらに充実さ
せ、本校の魅力
をアピールして
いく。 
 
 
 
②効果的な活動
とするため、現
行の地域貢献活
動を精査する。
また、教育連携
先を整理し、教
育人材を派遣し
て も ら う こ と
で、生徒の進路
活動及び、教職
員の研鑽に生か
す。 

①定期的なホー
ムページの更新
や、学校説明会
を活用して、最
新の情報を保護
者や中学生、地
域住民に提供す
ることができた
か。 
 
 
 
② 地域の企業や
自治会、教育連
携先の人材資源
を活用し、地域
貢献活動や授業
を充実させるこ
とができたか。 
 

① ホームページ 
の運用について
は、担当を明確に
し、定期的にデー
タ更新の依頼を行
った。学校説明会
だけでなく、文化
祭を一般公開し、
学校の取組を理解
していただけるよ
う、生徒の活動の
様子に触れる機会
を提供した。 
②桜美林大学と連
携し、広い視野を
もたせたキャリア
教育を実践した。
また、NPO 法人ピ
ルコンに依頼した
性教育講座では、
現実的で身近な題
材を用いて、生徒
に考えさせる機会
を提供できた。 

①ホームページの
更新は、部署によ
り温度差がある
が、引き続き管理
の方法を構築して
いき、タイムリー
で内容の深い情報
提供を目指してい
く。そのために
日々の生活や各種
行事の記録を保存
する担当を明確に
する。引き続き、
地域の方々に本校
の様子を発信して
いくが、来年度 40
周年を迎えること
をうまく盛り込ん
で対応していく。 
③ 本校生徒に効 
果的な教材を提供
するために、引き
続き外部資源の情
報に目を向ける。 

① 個人情報の関係で、 
条件が厳しくなっている
現状だが、一方で保護者
の関心は高まっている。
進学の際の学校選択にお
いても、保護者の意向が
強く反映されているよう
に感じる。  
今後いっそうの正しい

情報をタイムリーに発信
する取組を推進してほし
い。 
② 地域としてどんな協 
力ができるのか考える
と、高齢者福祉や選挙ボ 
ランティアなどで地域と
連携して、生徒に体験さ
せることなど考えられ
る。検討してほしい。 
 
 

① ホームページの管理、運用 
については、これまでより適正
に対応できるようになった。今
後、安定的に運営していくため
に、その運営方法を具体的に構
築し、さらに機能的な情報発信
ができるよう、レイアウトや仕
組みなど、全体的な視野で内容
を厳選していくことを課題とす
る。 
 
 
②既定の校内教育活動の場面で
は、外部講師を活用することで
高い効果をあげることができた
が、活かせる外部資源を活用す
るために、校内行事を立ち上げ
ていくという方向で、活動の幅
を広げることができるかが、今
後の課題と考える。 

①ホームページを、学校の日常
や、取組の様子を発信するだけ
でなく、本校生徒と保護者、ま
た、地域や学校関係者以外の
方々が求める内容を提供するツ
ールにするため、そのニーズの
収集と、学校運営協議会の意向
を反映させるための手順を構築
することに努めていく。 
 
 
 
② 地域への貢献と、地域資源 
の活用を両立させるための、情
報収集が必要と考えるが、それ
を行うための具体的な手立てを
明確にして、計画的に実践して
いくために準備を進める。 

５ 
学校管理 
学校運営 

① ユニバーサ
ルデザインの観
点から、学校全
体を検証し、す
べての生徒にと
って安全・安心
な学習環境を整
備する。 
  
② 全職員が学
校運営上の課題
を共有すること
で、事故・不祥
事防止の徹底を
図る。 

① ユニバーサ
ルデザインの観
点で学習環境の
評価・検証を定
期的に行い、生
徒にとって安
心、安全な学校
づくりを推進す
る。 
② 職員が学校
全体を見渡す視
野をもち、共通
の意識で課題解
決に向かうこと
で、事故・不祥
事ゼロを実現
し、協働的で働
きがいのある職
場環境をつく
る。 

①  インクルー 
シブ教育実践推
進校として、ユ
ニバーサルデザ
インの観点を確
立し、定期的に
生徒の学校生活
を支援する。 
 
② 事故・不祥事
の起こりやすい
時期に有効な情
報を職員で共有
し、コミュニケ
ーションを大切
にした、風通し
の良い職場にす
る こ と を め ざ
す。 

① 教育活動に係
る環境を教職員
が定期的に点検
し、課題や予見
できる事象につ
いて共有し、改
善することがで
きたか。 
 
② 各自の業務を
組織として点検
する体制を構築
し、事故・不祥
事ゼロを達成で
きたか。また、
月 ２ 回 以 上 事
故・不祥事防止
に係る情報を職
員に提供できた
か。 

① 定期的な職員 
会議でのインクル
ーシブ教育研修を
通じて、ティーム
ティーチングや
ICT 活用について
ノウハウを共有す
ることができた。 
 
② 定例の職員会 
議の際に事故・不
祥事防止会議を実
施し、毎日の打合
せ時にも時期に応
じた注意喚起を行
った結果、大きな
事故・不祥事を防
ぐことができた。 

① 新しく導入さ 
れた電子黒板の活
用についてさらに
研究し、誰もが学
びやすい教育環境
を構築するために
常に最新の情報を
参考にしていく。 
 
② 事故・不祥事 
防止を常に意識で
きるよう、業務の
進め方から改善す
るよう努める。 

① 生徒の生成 AIの利用 
が止められない現状の
中、新しい学習環境に応
じた指導をお願いした
い。 
 城郷のポリシーは何か
を明確にすると良い。 
 
 
② 事故・不祥事防止に 
ついては、今年度事故・
不祥事が発生しなかった
ことは評価できる。引き
続き取り組んでほしい。 

① インクル研は今年も 12回を 
超えて実施することができた。
特別募集で入学する生徒だけで
なく、全ての生徒がどのような
場面で困難があるのかを教科の
専門性からアセスメントし支援
計画や授業計画に反映させてい
く校内体制を継続することがで
きた。電子黒板などのハード的
な ICT活用とともに、生成 AI活
用におけるメリット・デメリッ
トを検討したうえで授業に活用
していく方策を研修していく。 
② 定期的な事故防止会議にお 
いてその時期に適切なテーマで
実施することで、効果的に注意
喚起ができ、大きな事故・不祥
事を防ぐことができた。 

① 継続的にインクル研を実施 
していくとともに、シチズンシ
ップの視点や ICT の視点も取り
入れた研修を実施していく。生
成 AI に関しては特別募集の生
徒にとって第 1 歩のハードルを
下げることや、個別最適化の学
習における先生役としての機能
が見込まれる。各教科の専門性
の中で共通化できるノウハウを
蓄積していく。 
 
 
② 引き続き事故・不祥事防止 
を常に意識できるよう、注意喚
起と業務の進行と連携しなが
ら、業務の進め方も含め改善す
るよう努める。 


